





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ありて︑一堂の内に在り︒伏して以うに山河は旧の如く︑城塁は猶お存し︑威霊 みな軒台に畏れ︑風雲 凝り 豊沛に還る︒誠に百代 厳奉︑万邦の瞻る所に宜し︒西漢 故事に︑祖宗のかつ 行 せる所は︑みな郡国をして廟を立
143
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原廟を手本としたも で︑かつ高祖・太宗の塑像を奉祀の対象としていて︑儒家の礼制と 合わず︑濃厚な神祠の色彩を帯びたものであっ ︒　
さらに重要なことには︑隋唐の皇帝について言えば︑このような祭祀の方法は︑宗教的要素と緊密に結びついて
いた























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る︒これらの図像は︑それ自体が特殊なものであったので︑民間の絵師や匠人が意のままに制作することはできず︑政府側が建立する必要があった︒両京では︑洛陽 玄元観のように︑呉道子のような宮廷画家が直接筆を執った可能性があるし︑その他の場所でも少なくとも宮廷から出た手本にもとづいて作られたに違い い︒なぜなら︑地方の絵師 皇帝を見 機会をもてなかったのが普通であったし 自分の想像によって描くことは絶対に不可能であったからである︒性質について言えば︑これらの聖像の存在によ て︑これら 宮観は多少とも皇室の宗廟の色彩を帯びた︒し し︑時間の推移 したがって︑
この色彩は日増しに淡くなり︑それらの宮観は地方政府と民衆の祭祀の場所となったのである︒












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の玄宗の玉石の彫像を加えれば︑その比率はさらに大きくなる︒このことが玄宗朝の道教崇拝政策と完全に一致するものであることは明瞭である︒その一方で︑寺院に銅像が置かれている とから︑ の道教崇拝が︑同時に仏教に対る抑圧とな も ではなかったこともわかる︒山南西道の閬州と剣南道の遂州に 銅像がそれぞれ二体あり︑しかもそれが仏寺と道観に一体ずつ置かれていたことがわ っている︒　
地域分布から見ると︑玄宗の図像の記載がある場所は十一道の二十五州に及ぶ︒具体的に挙げれば︑関内道の雍州・
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ao 82 (1996): 258‒316.
14 ﹁挙人層﹂については︑呉宗国﹃唐代科挙制度研究﹄瀋陽︑遼寧大学出版社︑一九九二年︑第二九一～二九七頁︒
15 
録文は朱謙之﹃中国景教﹄付録一︑北京︑東方出版
社︑一九九三年︑第二二四頁︑による︒
16 
大村︑注?所掲書︑第三八三頁︒
17 
朱︑注
15所掲書
18 
李之勤﹁後蜀﹃利州都督府皇沢寺唐則天皇后武氏新廟記﹄碑和広元県皇沢寺的武則天像弁析﹂
︵﹃考古与文物﹄一九八八年第三期︑
第八〇～八三頁︒
19 
国家文物局主編﹃中国文物地図集
　
河南分冊﹄
︵北京
　
中国地図出版社
　
一九九一年︶
20 
那波︑注?所掲書︑第三三～四八頁︒
21 
佐藤智水﹁北朝造像銘考﹂
︵﹃史学雑誌﹄八六
—
一〇︑一九七七︶
︒﹃北魏仏教史論考﹄岡山大学文学部
　
一九九八年︒
